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国際ロータリー第２５８０地区（東京・沖縄）
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Ｒ Ｉ 会 長 レイ・クリンギンスミス

第１８９３

例 会

２０１１．４．２０

東 京 武 蔵 村 山 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ テ ー マ国 際 ロ ー タ リ ー 第 ２ ５ ８ ０ 地 区

2 0 1 0 - 1 1年度 国際ロータリーテー

第 3 9 代 ク ラ ブ 会 長 野 島 征

地域を育み、大陸をつなぐ

2 0 1 0 - 1 1 年度 ガバナー 上野 操

次回例会案内【 4月27日 （水） 】

地区協議会報告②

地区協議会出席者

本 日 の 例 会

地区協議会報告①

地区協議会出席者

「全員参画で例会を魅力あるものに」

東 京 武 蔵 村 山 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ
週 報 №1８９２

４月は雑誌月間です。

司 会 比留間 重次 副ＳＡＡ（会場運営副委員長）

（ 野島 征 会長 ）

会務報告 （ 野島 征 会長 ）

○「第2580地区ニューオリンズの夕べ」中止
の連絡が入っています。又地区ニューオリン
ズ委員長からのメッセージが届いています。

○東北地方太平洋沖地震義援金のお礼と報告書
が届いています。

○次年度地区青少年交換会議の案
・5月27日（金）15:00～
・国立オリンピック記念総合センター

センター棟416号室

○ハイライトよねやま133号が届いています。

○スポーツ祭東京2013武蔵村山市実行委員会
委員就任の依頼が届いています。

＊平成22年7月7日 第68回国民体育大会
東京開催 25年9月28日～10月8日
武蔵村山市ではハンドボール競技を開催

点 鐘

出席報告

○メークアップ（第1890回例会）

比留間 孝司 会員（東京ＲＣ）

○出席免除会員

渡辺 俊晴 会員 榎本 昭 会員

石井 源一郎 会員

（ 波多野 晃夫 会場運営委員 ）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

29名 22名 84.82％ 88.46％→92.31％

斉 唱 我等の生業

卓 話

「 次 年 度 会 長 方 針 」
齊 藤 孝 喜 会 員

来客紹介 （ 野島 征 会長 ）

○ゲスト

村山 恒夫 様（東京昭島ＲＣ）

幹事報告 （ 宮﨑 茂夫 幹事 ）

○報告はありませんでした。



◇ 例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ － １

◇ 例 会 日 毎 週 水 曜 日 １２：３０～１３：３０
◇ クラブ事務局
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ － １
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Ｅメールアドレス ｔ－ｍｍｒｃ＠ｃ ｒｅ ｓｔ . ｏ ｃ ｎ . ｎｅ . ｊ ｐ

◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 野島 征 ◎ 幹 事 宮﨑 茂夫
○ 副会長 齊藤 孝喜 ○ 副幹 事 内野 均
□ クラブ会報委員長 網代 稔 副委員長 内野 均

委 員 酒寄 好夫 小林 邦雄 山口 誠

村山恒夫様（東京昭島ＲＣ）お世話になります。

◆ 今回計 ３,０００円 累 計 １,１２０,０００円

ニコニコＢＯＸ （ 倉内 淳 親睦委員長 ）

委員会報告

○波多野 晃夫 社会奉仕委員長

村山学園への「学園旗・学園歌額」贈呈式に本日11:00参加

してきました。

持田教育長、小林校長よりお礼の挨拶を頂きました。

（会長、幹事、社会奉仕委員会委員合計6人出席）

○清水 高彦 ゴルフ会会長

4ＲＣ分区連絡会（4/1）でゴルフコンペを5/30（月）に

当クラブコンペと合せて行いたいと思います。

○宮﨑 茂夫 幹事

先週のバナーアンケートの結果、一番多かっ

た「武蔵村山の位置」と「デエダラ」を図案

化したいと思います。

2011～2012クラブテーマ

「会員相互の理解と親睦を深め社会に貢献しよう」

ＲＣ会長の方針として参加する会員が如何に有益な情報を効果的に提供するか、また、奉仕の実践

の源となる親睦を如何に育むかを考え実行し明るく楽しく会員相互の理解と親睦を深めようを

実行したいと思い計画して実行する。

各理事、役員、委員会と協力しながら、クラブ運営が円滑に行われ、会員にとって有意義かつ親睦

を育める会であり続けられる様努力したいと思います。

目標達成のために

① 会員が目標に対し自覚と責任を持つ事。

② 会員は問題意識と改善意識を常に持ち社会に対しもっとより良い事を言うチャレンジ精神を

持つ事。

③ お互いの「違い」を認め合うところから始める事。

④ 目標の進捗を常に分析し方向に間違いがないかお互いに

確認し相互の理解を深める事。

奉仕の心とは「社会奉仕」、「職業奉仕」、「家庭生活（又は

奉仕）」、クラブ奉仕の4大奉仕を求めてくるものとお互い実践

しながら楽しく自分を磨く事が奉仕の原点であると思っていま

す。

「 次 年 度 会 長 方 針 」 齊藤 孝喜 会員


